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土木環境委員会 説明資料

○ 公害防止及び環境保全について

（軽石の大量漂流・漂着に係る県の対応について）

令和４年１月11日（火）
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※当日配付資料に誤記がありましたので一部修正しております。
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軽石問題への対応状況
令和４年１月11日（火）

所管部局：環境部、土木建築部、農林水産部、文化観光スポーツ部

件名 軽石大量漂流・漂着状況と対応について

【経緯・現状】
軽石の漂流・漂着が、令和３年10月４日に北大東村で確認され

て以降、県内各地で被害が発生している。県では、令和３年10月
27日に軽石問題緊急対策部局長会議を開催し対応に取組んでお
り、軽石の被害が多岐に及んでいることに鑑み、令和３年11月17
日には、同緊急対策会議のメンバーに企画部及び保健医療部を加
えた沖縄県軽石問題対策会議を設置し、７項目の基本的対処方針
（添付資料１）に則り対策に取組んでいる。
11月19日以降には先島地域にも軽石が漂着し、県全域に拡大。

１ 漂着状況及び対策状況について
（環境部関係）
・11月８日よりホームページで漂着状況等の情報を公開している
（添付資料２）。
[主なホームページ掲載情報]
・県の取組状況（対策会議等資料）
・軽石の成分等分析結果（添付資料３） 等

・県、市町村等が回収した軽石の量は、令和４年１月４日時点で
内容 約21,500立法メートル（添付資料４）。

（土木建築部関係）
〇海岸における漂着及び対策状況（１/４時点）
・本島全域、周辺離島及び先島諸島の38市町村で漂着が確認され
ている。

・11月16日から漂着量の多い「大宜味村役場前の根路銘、大兼久
海岸」の回収作業を実施し、11/27に作業終了。

・補正予算による回収業務については、各土木事務所において、
契約手続き中であり、追加業務については、発注準備中である。

・漂着量の多い海岸で、潮流などの影響により再漂流し、漁港や
港湾への被害を防ぐことを考慮する。

・観光や海浜利用に支障を来している箇所など、市町村からの要
望を踏まえ、優先度を検討する。

・今後とも市町村と連携して回収・処理作業を進めていく。
〇港湾における漂着及び対策状況（１/４時点）
・軽石漂着を確認した港湾数 33港（県管理31、県管理以外２）
・うち、これまでに運航に支障が生じているのは、７港湾。
・県管理港湾は、前泊港、内花港、仲田港、奥港、運天港、徳仁
港、本部港において、回収作業中。

・県管理以外の港湾は、那覇港において回収作業中。
・12/10から運天港において港湾法第55条の３の３に基づき国に
よる港湾施設の一部管理が行われており、軽石対策について国
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と県で協同により対応している。
〇河川（県管理）における漂流・漂着状況（1/４時点）
・11河川で、潮の満ち引きや風等により漂流・消失を繰り返して
いる。

（農林水産部関係）
〇漁港における漂着及び対策状況（1/4時点）
・68漁港（うち漁業活動に支障が生じているのは3漁港 ）※

※県管理：1漁港、市町村管理：2漁港

・辺土名漁港の撤去状況：12/8までに約1330㎥を撤去。
・安田漁港の撤去状況：12/8までに約1080㎥を撤去。
・港川漁港の撤去状況：12/8までに約80㎥を撤去
・久高漁港の撤去状況：12/8までに約140㎥を撤去
・運天漁港の撤去状況：12/8までに約300㎥を撤去（計 2,930㎥）
○農林海岸における漂着及び対策状況（1/4時点）
・農林水産部所管海岸 25市町村 96海岸（県全体124海岸）
・軽石除去作業を4漁協(国頭,本部,今帰仁,伊是名)と契約。合計
720㎥を回収

（文化観光スポーツ部関係）
・沖縄県及び観光庁のホームページにおいて観光客向けに、漂着
状況やマリンレジャー事業者一覧等について情報発信を行って
いる。

２ 国庫補助事業に係る各省庁との予算の調整状況について
〇海岸漂着物対策補助金（環境省）
・環境省の留保予算の中から沖縄県へ追加の内示を受け、このう
ちの一部を恩納村に配分し、同村が11月12日に海岸からの軽石
除去に着手した。

・12月６日付けで環境省から約14億円の追加交付内示を受け、県
から17市町村及び那覇港管理組合に内示（計約２億６千万円）
した（添付資料５）。令和４年１月11日現在、７市町村及び那
覇港管理組合が回収業務の委託契約を締結し、６市町村が回収
に着手。また、土木建築部に７億円、農林水産部に３億６千万
円を配分。

・想定していた費用を上回る可能性が生じた時点で、速やかに国
と調整し必要な予算の確保に努める。

〇災害復旧事業（農水省・国交省）
ア）漁港
・12/23までに24漁港について水産庁へ災害速報を提出した。
・辺土名漁港は10/29より、安田漁港は11/３より、港川漁港は
11/16より、久高漁港は11/20より、運天漁港は12/1より撤去工
事に着手した。

・12/13から12/15にかけて、県管理の4漁港、市町村管理の2漁
港、計6漁港で災害査定が行われた。

イ）港湾
・12/21までに県管理港湾13港湾、19地区、県管理以外の港湾で
１港湾、４地区について、災害速報を国土交通省へ提出。
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・災害査定については、令和４年１月17～21日（第１次査定）
及び１月26～28日（第２次査定）に実施予定。

・県管理以外（那覇港）については、令和４年１月25～27日に
実施予定。

３ 軽石の利活用方法の検討状況について
（環境部）
・漂着軽石の利活用に係るアイデアを一般から募集
・12月８日に募集終了し、45の事業者・団体から88件（重複有り）
の応募があった。

・焼き物の釉薬、人工魚礁、花ブロックへの活用等のアイデアが
あり、その中から、農業用土壌改良材（野菜・作物栽培）、園
芸資材、赤土流出防止濾材等、利活用に向けて県が検証を行う
アイデアを選定した。

・これらについて、今後、担当部局課を中心に実証事業を実施し
ていく。

・その他、実現可能性のあるアイデアについては、法令上の問題
等を確認の上、アイディア集に順次掲載（WEB 掲載）し、公
共事業や民間事業での活用を推進していく。

（土木建築部）
・土質試験等を基に軽石の特性として、県 HPで公開した。
・回収された軽石については、公共工事での利活用を検討してい
る。

・専門家に意見聴取したところ、工事資材として使用するには、
強度や耐久性などのデータ収集に期間を要するとの意見があ
る。

・強度や耐久性を要しない小規模・簡易的な利活用について、個
々の工事現場に応じて検討している。

（農林水産部）
・農林水産分野への利用については、部内に設置(11/1)した利活
用検討チームにおいて検討を行っているところ。（直近の開催は12/
7,12/17）
※以下、検討状況

・鉱物分析により軽石の化学組成や性質等を確認済
・利活用については、堆肥の副資材的利用等の検討試験を開始。
今後、土壌の性質、作物の生育への影響確認を予定。

・利活用の前提となる軽石の除塩方法等の検討のための委託調査
を発注（12/27契約）。

（文化観光スポーツ部）
・修学旅行生による軽石撤去体験プログラムの構築について検討
を行っている。

４ その他
・海岸、漁港等における軽石の回収を促進するため、広域的規模
の仮置場所の選定を進めている（環境整備課）。
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軽石・回収済み数量（R4.1.4時点まとめ）

環境部、土木建築部、農林水産部

1 国頭村（辺土名漁港） 1,330㎥ 
2 国頭村（安田漁港） 1,080㎥ 
3 八重瀬町（港川漁港） 80㎥ 
1 南城市（徳仁港） 800㎥ 
2 本部町（本部港_本部地区） 1,600㎥ 
3 本部町（本部港_渡久地地区） 100㎥ 
4 今帰仁村・名護市（運天港） 5,900㎥ 
5 伊是名村（仲田港） 230㎥ 
6 伊是名村（内花港） 340㎥ 
7 伊平屋村（前泊港） 500㎥ 
8 国頭村（奥港） 80㎥ 

海岸（県土木） 1 大宜味村（大兼久海岸） 400㎥ 
1 国頭村（辺土名漁港海岸） 153㎥ 
2 本部町（具志堅海岸） 240㎥ 
3 今帰仁村（運天海岸） 157㎥ 

4
伊是名村（内花、屋ノ下、勢理客、
伊是名海岸）

170㎥ 

1 糸満市 27㎥ 
2 豊見城市 18㎥ 

3 南城市（久高漁港、安座間海岸、久手堅
海岸等）

276㎥ 

5 大宜味村 30㎥ 
6 今帰仁村（運天漁港、河口、海岸） 840㎥ 
7 本部町 40㎥ 
8 恩納村 3,592㎥ 
9 中城村 10㎥ 
10 伊江村 100㎥ 
11 北谷町 7㎥ 
12 多良間村 30㎥ 
13 渡嘉敷村 500㎥ 
15 石垣市 10㎥ 
16 北中城村 27㎥ 
17 うるま市 1,100㎥ 
18 浦添市 339㎥ 
19 座間味村 108㎥ 
20 伊平屋村 574㎥ 

県漁港

県港湾

海岸（県農林）

市町村
※市町村が実施した
回収(ボランティア
による回収を含む）

添付資料４
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軽石・回収済み数量（R4.1.4時点まとめ）

21 宮古島市 70㎥ 
22 国頭村 218㎥ 
23 与那国町 1㎥ 

那覇港 那覇港管理組合 401㎥ 

21,478㎥ 

添付資料４
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（市町村配分額）

1 名 護 市 5,724 12/6

2 豊 見 城 市 5,400 12/6

3 宮 古 島 市 41,580 12/6

4 国 頭 村 9,801 12/6

5 大 宜 味 村 27,000

6 今 帰 仁 村 25,614 12/6

7 本 部 町 5,400 12/6

恩 納 村 1,107 11/9 県当初予算で対応

恩 納 村 31,378 12/6

9 伊 江 村 6,300 12/6

10 北 中 城 村 2,700 12/6

11 中 城 村 9,157 12/6

12 与 那 原 町 4,500 12/6

13 渡 嘉 敷 村 2,115 12/6

14 渡 名 喜 村 2,178 12/6

15 伊 平 屋 村 4,500 12/6

16 伊 是 名 村 34,758 12/6

18 竹 富 町 15,120 12/6

19 那 覇 港 管 理 組 合 27,000 12/6

261,332

260,225

※今後の漂着状況・市町村要望に応じて追加配分を検討する。

R3　軽石分

沖縄県海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金・内示

市町村
内示済分

市町村名 内示額 内示日

内示済み合計

今回内示分
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